カーボンバリュー研究拠点（Carbon Value Research Center）は，東京理科大学の教員が持っているサイエンス・テクノロジーを駆使し，さらには外部機関との連携・共同研究により，人工光合成などのカーボンニュートラルに寄与する本質的な要素科学技術の開発することを目的としています。その成果をトータルシステムに社会実装し，地球が抱えている資源・エネルギー・環境問題の解決に貢献していきます。

カーボンニュートラル（炭素排出量を実質ゼロにする概念）に向けた多くの取り組みが，世界中でなされています。カーボンニュートラルを達成するためには，再生可能エネルギーを使うことが大前提となります。これは，人類が抱えている資源・エネルギー・環境問題の解決にもつながります。

再生可能エネルギー利用というと，ほとんどの人が太陽光発電や風力発電を思い浮かべることでしょう。ここで，われわれの生活を振り返ってみると，電気エネルギーのみならず，燃料（化学エネルギー）や化成品などの物質も不可欠です。これらの物質を合成するためには，水素（H）や炭素（C）が主原料として必要です。ここで，カーボンニュートラルを実現するためには，水（H2O）を水素源，二酸化炭素（CO2）を炭素源に用いることが必須です。すなわち，二酸化炭素を炭素原料として，ガソリンやジェット燃料，オレフィンやアルコールなどの化成品原料など，価値の高い物質を合成すること（カーボンバリュー）が要求されます。

カーボンバリュー，すなわち二酸化炭素を資源化するためには，太陽光などの再生可能エネルギーを用いて，二酸化炭素を還元する（電子または水素と反応させる）科学技術の開発が不可欠です。直接的な二酸化炭素還元法として，光化学的，電気化学的な方法があります。ここで光は太陽光，電気は再生可能エネルギーを使った発電による電気でなくてはなりません。また，間接的な方法としては，再生可能エネルギーを使って水から製造したソーラー水素（グリーン水素）を用いて，二酸化炭素を熱触媒的に還元する方法があります。

水素というと，燃料電池の燃料となるクリーンエネルギーを思い浮かべることでしょう。しかし，水素は化学工業における基幹物質としても不可欠です。水素を原料にして，多くの化成品が化学工業的に製造されています。そのもっとも重要なものの一つとして，化学肥料に使われるアンモニアがあります。化石資源が枯渇して水素が製造できなくなると，化学肥料が作れなくなるのです。これは人類にとって危機的な問題になるでしょう。このように，水素はクリーンエネルギーとしてのみでなく，現在社会の物質を支えるためになくてはならないものです。すなわち，水素があれば，なんでもできると言っても過言ではありません。

現代社会における工業的水素製造法は，水素は，石油，天然ガス，石炭などの化石資源を水と高温下で反応させる水蒸気改質という方法です。しかし，この水素製造法では，化石燃料の枯渇や二酸化炭素排出という問題が依然存在します。このようにして得られた水素で燃料電池車を走らせても，環境問題の根本的な解決にはならないのです。そこで，再生可能エネルギーを使い水を原料として水素を製造する技術開発が望まれています。その科学技術として，光触媒を使って水を分解して水素を作る人工光合成があります。





炭素（カーボン）は身の回りに多様な形で存在する元素である。食べ物をはじめとして人間を含めた生き物の体まで，炭素から成り立っている。このように，われわれにとってなくてはならない価値（バリュー）ある元素である。しかし，その炭素から成り立っている二酸化炭素（CO2）は植物の光合成の原料となり，水と反応して栄養分などの有用な有機物質が合成されている。このように重要な分子である二酸化炭素は，見方を変えると，近年の地球温暖化などの視点から厄介者扱いされている感がある。そのため，地球環境破壊の原因となっている二酸化炭素を減らそうという動きが世界中で叫ばれている。すなわち，「カーボンニュートラル」の実現が望まれている。

本研究拠点では，炭素資源として重要な二酸化炭素を価値のある物質に変換すること，すなわちカーボンバリュー化することにより，過剰に排出される二酸化炭素を有効利用して減らす科学技術を開発することを目的としている。さらには，化石資源を使って結局二酸化炭素を排出する工業プロセスを脱却して，二酸化炭素排出を抑え，さらにはカーボンマイナスとなるような科学技術を開発する。この典型的な科学技術として，再生可能エネルギーを利用した水分解による水素製造がある。その科学プロセスに必要な光触媒や電極触媒・二次電池の開発に重点を置く。さらには，燃料電池やバイオ水素の研究開発も行なっていく。これらの化学プロセスのライフサイクルアセスメント（LCA）評価も同時に進めていく。

ライフサイクルアセスメント（LCA）：
ある製品・サービスのライフサイクル全体（資源採取―原料生産―製品生産―流通・消費―廃棄・リサイクル）又はその特定段階における環境負荷を定量的に評価する手法
